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国⽴⼤学法⼈北海道教育⼤学の平成26年度に
係る業務の実績に関する評価結果 概要

項⽬別評価

(1) 業務運営の改善及び効率化に関する⽬標

中期計画の達成に向けて順調に進んでいる

(2) 財務内容の改善に関する⽬標

中期計画の達成に向けて順調に進んでいる

(3) ⾃⼰点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に
関する⽬標

中期計画の達成に向けて順調に進んでいる
【注⽬される事項】

⼤学の芸術・スポーツ⽂化教育と研究についての
情報発信のプラットフォームとして、⼤学の最新の
研究成果を発信しつつ、地域貢献の拠点としての役
割も担うことを⽬的とした「アーツ＆スポーツ⽂化
複合施設（Hue Univerasal Gallery/愛称:HUG）」
を開設している。

(4) その他業務運営に関する重要⽬標

中期計画の達成に向けて順調に進んでいる

Ⅰ．業務運営・財務内容等の状況

Ⅱ．教育研究等の質の向上の状況
【注⽬される事項（抜粋）】
○ 学⽣及び教育委員会からの意⾒・要望を踏まえ、

専⾨職学位課程において、現職教員やストレートマ
スターのライフステージに即した課題への対応とし
て、カリキュラム改善を⾏い、計３コースに再編し、
平成27年度から開設することとしている。

○ 附属学校と⼤学の組織的な連携の下で、札幌、旭
川、釧路、函館の４地区で「授業⼒向上研究セミ
ナー」を開催し、各地区で異校種間の連携を強化し
ており、多くの公⽴学校教員に研修機会を提供して
いる。

○ ⾼い語学⼒と豊かな国際感覚を⾝につけた教員を
養成することを⽬的とした「グローバル教員養成プ
ログラム」を開講するため、多様なe-learning教材
を整備するとともに、英語教育、留学に関わるガイ
ダンス・⽀援等に携わる外国⼈プログラムアドバイ
ザーを３名配置している。

全体評価
【参考】 本学の基本的⽬標（中期⽬標 前⽂）
－ ⼈が⼈を育てる北海道教育⼤学－

「北海道教育⼤学憲章」のもと，第⼀期中期⽬標期
間の「⼤学再編」の成果と課題を踏まえ，学⼠課程及
び修⼠課程の学位の質を保証する教育体制を実現する。
そのために教員組織の抜本的改⾰，カリキュラム改⾰，
⼤学院改⾰を進め，学校現場や地域の課題につながる
実践的な研究を推進するとともに，学⽣⽀援を充実さ
せ，「常に学⽣を中⼼とした（Students-first）」⼤
学を⽬指す。

今後の北海道の⼩・中学⽣の推移や教員採⽤数の動
向を踏まえ，⼤学全体の学⽣定員の⾒直しを含めて，
北海道教育委員会と連携しながら，教育学部としての
機能の在り⽅を不断に⾒直しつつ，次の５点に重点を
置き，教育⼤学としての特⾊化を図る。
・教職⼤学院をはじめとして，教育に関する⾼度な専
⾨的職業⼈と⼈間地域科学・芸術・スポーツに関す
る専⾨的知識技能を持ち幅広い教養を備えた職業⼈
の養成を⽬指す。

・へき地・⼩規模校教育など学校現場や地域の課題の
解決となる教育研究を重点的に進めることにより，
国際的にも意義のある教育研究を実現する。

・地域の教育研究の拠点として，教育委員会等と連携
し，教員免許状更新講習・地域連携事業等を積極的
に推進し，「北海道になくてはならない⼤学」を⽬
指す。

・国際化を経営戦略の⼀つの柱として位置づけ，学⽣
の海外教育プログラムを開発し，留学⽣の積極的な
受⼊れ，教育研究交流を組織的に進めるとともに，
理数科教育等での国際協⼒事業を推進する。

・⼤学と⼀体となった附属学校の運営を推進し，学⽣
の教育研究の場として積極的に活⽤するとともに，
先導的・実験的な教育研究を実現する。

学⻑のリーダーシップの下、教職⼤学院
⽣のライフステージに対応するコース再編
とカリキュラム改善や、⼤学と⼀体となっ
た附属学校運営に関する取組を実施するな
ど、「法⼈の基本的な⽬標」に沿って計画
的に取り組んでいることが認められる。

「戦略的・意欲的な計画」

平成26年度においては、現場に密着した
教育・研究を推進し、⾼い実践的指導⼒を
有する⼤学教員を養成するため、⼤学教員
に附属学校における研修を義務化する「新
任教員研修プログラム」、「教員現職研修
プログラム」のほか、⾼い語学⼒と豊かな
国際感覚を⾝につけた教員養成に資するた
め、「グローバル教員養成プログラム」を
開講し、平成27年度から実施することとし
ている。

教員養成の質の向上を図るための教育
学部の抜本的組織改⾰を⽬指した計画。

認定されている「戦略的・意欲的な計画」


